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２００２年�
  （平成14）�

主な内容�

広報�

４-15

Ｐ２  市議会だより�

Ｐ４  バランスシート�

Ｐ６  みんなの広場�

Ｐ８  はぐくみ�

Ｐ10  図書館�

Ｐ11  お知らせ�

Ｐ12  健康だいすき�

憩いの場　稲津宅老所�
　３月26日、稲津町小里で宅老所「いなほ」の開所式が�

行われました。同所は、昨年４月から稲津公民館内で開�

かれていますが、旧第４老人作業所の増改築が完了し、�

場所が移されたものです。�

　この日は、利用者やボランティアなど約60人が集まっ

てオープンを祝いました。�



２�平成14年４月15日�

●
出
資
法
人
の
経
営
状
況
説
明
書
の
提
出

【
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
土
地
開
発
公
社�

２
月
28
日
　
本
会
議
（
役
員
選
挙
）�

３
月
４
日
　
本
会
議
（
諸
般
の
報
告
、
会

　
期
の
決
定
、
議
案
上
程
、
説
明
）�

３
月
11
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）�

３
月
12
日
　
本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案

　
質
疑
、
委
員
会
付
託
）
　
　
　�

３
月
13
日
　
総
務
文
教
委
員
会�

３
月
14
日
　
市
民
福
祉
委
員
会�

３
月
15
日
　
経
済
建
設
委
員
会�

３
月
26
日
　
本
会
議
（
委
員
長
報
告
、
討

　
論
、
採
決
）�

　
平
成
14
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
、

２
月
28
日
か
ら
３
月
22
日
ま
で
の
23
日
間

に
わ
た
り
開
か
れ
、
報
告
案
件
２
件
と
、

条
例
案
件
16
件
、
予
算
案
件
20
件
、
人
事

案
件
２
件
、
そ
の
他
案
件
２
件
、
議
員
発

議
４
件
、
請
願
２
件
の
合
計
48
件
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
　�

　
こ
の
う
ち
請
願
１
件
が
不
採
択
す
べ
き

も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
・
採
択
す
べ
き
も
の
と
さ
れ

ま
し
た
。�

だ
よ
り�

条

例

案

件�

人

事

案

件�

報

告

案

件�

　
補
正
予
算
及
び
平
成
十
四
年
度
瑞
浪
市

　
土
地
開
発
公
社
予
算
並
び
に
平
成
十
三

　
年
度
財
団
法
人
瑞
浪
市
施
設
公
社
補
正

　
予
算
及
び
平
成
十
四
年
度
財
団
法
人
瑞

　
浪
市
施
設
公
社
予
算
の
報
告
】�

●
専
決
処
分
の
報
告�

【
公
務
中
の
職
員
の
交
通
事
故
の
和
解
及

　
び
こ
れ
に
伴
う
損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　
に
つ
い
て
専
決
処
分
と
し
た
こ
と
を
報

　
告
す
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

　
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て�

【
瑞
浪
市
公
平
委
員
会
委
員
桑
原
幸
男
さ

　
ん
（
土
岐
町
五
九
四
四
番
地
、
66
歳
）

　
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
同
氏
を
引
き
続

　
き
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
求

　
め
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
公
告
式
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
の
制
定�

【
明
世
掲
示
場
の
所
在
地
の
変
更
に
よ
り

　
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
】
　�

●
瑞
浪
市
積
立
基
金
条
例
等
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
の
制
定�

【
ペ
イ
オ
フ
対
策
に
よ
る
基
金
の
目
的
外

　
の
取
り
崩
し
条
項
の
追
加
を
す
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
総
合
計
画
審
議
会
設
置
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定�

【
瑞
浪
市
総
合
計
画
審
議
会
委
員
の
選
出

　
区
分
等
を
改
正
す
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
の
制
定�

【
育
児
休
業
法
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の

　
改
正
を
す
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定�

【
育
児
休
業
法
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の

　
改
正
を
す
る
も
の
】�

● 

瑞
浪
市
の
公
益
法
人
等
へ
の
職
員
の
派

　
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定�

�

【
市
職
員
の
公
益
法
人
等
へ
の
派
遣
等
に

　
関
し
て
必
要
事
項
を
定
め
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
の
制
定�

�

【
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
の
一
部
改
正

　
に
伴
う
関
連
事
項
の
所
要
の
改
正
】�

●
瑞
浪
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
の
制
定�

【
消
防
法
の
一
部
改
正
及
び
危
険
物
の
規

　
制
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
に
よ
る

　
所
要
の
改
正
】�

●
瑞
浪
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給

　
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定�

【
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
報

　
酬
額
等
の
引
上
げ
及
び
条
文
の
整
備
を

　
す
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場
設
置
条

　
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定�

【
給
食
セ
ン
タ
ー
の
新
築
に
伴
い
、
条
文

　
の
全
部
を
見
直
し
、
所
要
の
改
正
を
す

　
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
の
制
定�

【
東
濃
西
部
地
域
広
域
行
政
窓
口
サ
ー
ビ

　
ス
に
係
る
手
数
料
の
統
一
に
よ
る
改
正
】�

●
瑞
浪
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条�

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定�

【
岐
阜
県
福
祉
医
療
費
助
成
事
業
補
助
金�

　
交
付
要
綱
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改

　
正
を
す
る
も
の
】�

●
瑞
浪
共
同
福
祉
施
設
の
設
置
及
び
管
理

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
の
制
定�

【
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
よ
り
取
得
す
る

　
こ
と
に
よ
る
所
要
の
改
正
】�

●
瑞
浪
市
上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会
設

　
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

　
定�

【
委
員
選
考
基
準
の
見
直
し
及
び
組
織
改

　
革
に
よ
り
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
の
制
定�

【
下
水
道
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

　
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
】�

●
瑞
浪
都
市
計
画
事
業
瑞
浪
中
央
土
地
区

　
画
整
理
事
業
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
の
制
定�

【
法
改
正
に
よ
る
市
中
銀
行
と
の
金
利
格

　
差
の
是
正
の
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す

　
る
も
の�

会

期

日

程�



３�瑞浪市役所　☎68-2111３�

●
小
児
救
急
医
療
制
度
の
充
実
・
強
化
を

　
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て�

●
雪
印
食
品
牛
肉
偽
装
事
件
の
徹
底
解
明

　
と
食
品
表
示
制
度
の
改
善
・
強
化
を
求

　
め
る
意
見
書
に
つ
い
て�

�

●
雇
用
の
危
機
突
破
を
求
め
る
意
見
書
に

　
つ
い
て�

�

●
道
路
特
定
財
源
制
度
の
堅
持
に
関
す
る

　
意
見
書
に
つ
い
て�

�
●
証
明
書
の
交
付
等
に
関
す
る
事
務
の
委

　
託
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て�

�

【
証
明
書
の
交
付
等
に
関
す
る
事
務
を
多

　
治
見
市
、
土
岐
市
、
笠
原
町
と
相
互
に

　
委
託
す
る
た
め
の
協
議
】�

●
高
根
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策

　
定
に
つ
い
て�

【
日
吉
町
高
根
地
区
住
民
の
生
活
水
準
の

　
向
上
を
図
る
た
め
、
市
道
拡
幅
等
の
総

　
合
計
画
を
策
定
す
る
も
の
】�

　
４
月
１
日
付
け
で
市
職
員
の
人
事
異

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
部
長
級
以
上
の
異
動
及
び
退
職
者�

（
全
員
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

　
な
お
、
配
置
替
え
を
伴
わ
な
い
兼
務
、

併
任
、
解
任
等
は
除
き
ま
し
た
。�

【
部
長
級
】�

▽
総
務
部
長
（
市
民
福
祉
部
長
兼
福
祉

事
務
所
長
）
藤
田
信
彦
▽
市
民
福
祉
部

長
兼
福
祉
事
務
所
長
（
市
民
福
祉
部
次

長
兼
福
祉
課
長
）
高
木
秀
明
▽
市
民
福

祉
部
次
長
兼
社
会
福
祉
課
長
（
税
務
課

長
）
鈴
木
民
男
▽
議
会
事
務
局
長
（
議

会
事
務
局
総
務
課
長
）
曽
川
誠
　�

【
退
職
者
】�

▽
野
村
正
和（
議
会
事
務
局
長
）▽
小
栗

義
一
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
兼
市
民
体

育
館
長
）
▽
小
栗
基
春
（
水
道
課
長
）

▽
小
栗
肇(

文
化
施
設
課
長
兼
化
石
博

物
館
長
兼
市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館
長

兼
地
球
回
廊
館
長
）
▽
佐
々
木
重
和�

（
文
化
施
設
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
）

▽
村
上
昌
子
（
学
校
教
育
課
主
任
主
査

兼
学
務
係
長
）
▽
小
林
保
子
（
一
色
保

育
園
長
）▽
水
野
ま
り
子（
竜
吟
保
育
園

主
任
）
▽
宮
田
洋
子
（
介
護
保
険
室
主

事)

▽
加
藤
真
紀（
日
吉
保
育
園
主
事
）

▽
工
藤
英
美
（
桔
梗
保
育
園
主
事
）�

▽
景
山
豊
子
（
み
ど
り
保
育
園
主
事
）

▽
山
内
将
人（
消
防
本
部
主
事
）�

▽
中
根
求
（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）�

▽
土
屋
愛
枝（
瑞
浪
小
学
校
）�

●
安
心
の
医
療
制
度
へ
の
抜
本
改
革
を
求

　
め
、
負
担
増
に
反
対
す
る
請
願
書
に
つ

　
い
て
【
不
採
択
】�

●
雇
用
の
危
機
突
破
を
求
め
る
請
願
書
に

　
つ
い
て
　�

●
瑞
浪
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

　
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て�

【
瑞
浪
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　
員
田
中
定
さ
ん
（
日
吉
町
一
四
五
一
番

　
地
、
54
歳
）
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
同

　
氏
を
引
き
続
き
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い

　
て
同
意
を
求
め
る
も
の
】�

請

　

　

願�

予

算

案

件�

そ
の
他
案
件�

議

員

発

議�

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補
正

　
予
算(

第
５
号)�

�

【
一
般
会
計
予
算
を
九
億
九
千
六
百
六
十

　
万
円
増
額
し
、
総
額
を
百
八
十
億
四
千

　
六
十
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
立
あ
け
よ
温
泉

　
白
寿
荘
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)�

�

【
あ
け
よ
温
泉
白
寿
荘
特
別
会
計
予
算
を

　
千
百
三
十
万
円
減
額
し
、
総
額
を
一
億

　
千
五
百
三
十
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)�

�

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
国
民
健
康
保
険

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)�
�

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
介
護
保
険
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)�

�

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
を
三
億

　
四
千
百
九
十
万
円
減
額
し
、
総
額
を
十

　
四
億
二
千
二
百
九
十
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
農
業
集
落
排
水

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)�

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整

　
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
号)�

�

【
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予�

　
算
を
一
億
五
百
万
円
減
額
し
、
総
額
を

　
五
億
七
千
九
百
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
特

　
別
会
計
　
補
正
予
算(

第
３
号)�

�

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
を
三
千
二

　
百
五
十
万
円
増
額
し
、
総
額
を
十
五
億

　
六
千
八
百
五
十
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)�

�

【
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
を
二
千

　
百
万
円
減
額
し
、
総
額
を
八
億
二
千
百

　
十
万
円
と
す
る
も
の
】�

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会
計

　
補
正
予
算(

第
２
号)�

●
平
成
十
四
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
予
算�

【
総
額
百
三
十
七
億
八
千
万
円
】�

●
平
成
十
四
年
度
瑞
浪
市
特
別
会
計
予
算�

【
総
額
百
十
五
億
千
九
百
八
十
万
円
】�

・
平
成
十
四
年
度
瑞
浪
市
立
あ
け
よ
温
泉

　
白
寿
荘
特
別
会
計
予
算�

・
平
成
十
四
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事
業

　
特
別
会
計
予
算�

・
平
成
十
四
年
度
瑞
浪
市
国
民
健
康
保
険

　
事
業
特
別
会
計
予
算�

・
平
成
十
四
年
度
瑞
浪
市
介
護
保
険
事
業

　
特
別
会
計
予
算�

・
平
成
十
四
年
度
瑞
浪
市
農
業
集
落
排
水

　
事
業
特
別
会
計
予
算�

・
平
成
十
四
年
度
瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整

　
理
事
業
特
別
会
計
予
算�

・
平
成
十
四
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
特

　
別
会
計
予
算�

・
平
成
十
四
年
度
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事
業�

　
特
別
会
計
予
算�

●
平
成
十
四
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
会
計
予
算�

【
総
額
十
六
億
七
千
四
百
九
十
七
万
円
】

市
職
員
の
人
事
異
動�



資産の部� 負債の部�

正味資産の部�

市の資産状況�

１．流動資産� １．固定負債�

１．正味資産�

正味資産　合計�

２．流動負債�

固定負債　合計�

流動負債　合計�
２．有形固定資産�

３．投資等�

投資等　合計�

有形固定資産  合計�

流動資産　合計�

将来の資金不足に�
備えるための基金�

取得価格30万円以�
上のものを計上�

建物や建物の付属�
設備・構築物�

機械装置や備品�
など�

行政目的のために�
利用している土地�

行政目的を持たな�
い土地�

公共施設の整備や�
福祉目的などに積�
み立てられるお金�

市民がこれから�
負担する部分�

年度末に全職員�
が普通退職した�
と仮定した場合、�
支払わなければ�
ならない退職金�
の額�

市民が既に負担�
した部分（市民�
の財産に相当す�
る）�

平成13年度の�
１年間に支払�
わなければな�
らない債務�

（平成13年３月31日現在）�

⑴ 現金・預金� ⑴ 地方債�

⑵ 債務負担行為�

⑴ 翌年度償還予定額�

⑵ 翌年度繰上充用金�

⑶ 退職給与引当金�

⑴ 償却対象資産�

⑴ 投資及び出資金�

償却対象資産　計�

土地　計�

基金　計�

⑵ 未収金�

⑵ 土地�

⑵ 貸付金�

⑶ 基金�

① 財政調整基金�
① 物件の購入等�

② 債務保証又は損失補填�

債務負担行為　計�

② 減債基金�

① 地方税�

① 建物等�

① 行政財産の土地�

① 特定目的基金�

② その他�

② 機械・備品等�

② 普通財産の土地�

③ 定額運用基金�

④ 退職手当組合積立金�

② 土地開発基金�

③ 歳計現金�

現金・預金　計�

減価償却累計額�

差引残存価額�

減価償却累計額�

差引残存価額�

未収金　計�

12億5,100万円�

24億7,324万円�

0

0

0

0

2億8,553万円�

111億6,257万円�

20億3,635万円�

8億2,359万円�

8億2,359万円�

131億9,892万円�

446億5,590万円�

446億5,590万円�

〈市民一人あたり　6万6千円〉�

〈市民一人あたり　123万6千円〉�

市民一人あたり　139万3千円�

〈市民一人あたり　9万1千円〉�

2億400万円�

10億1,824万円�

427億8,991万円�

△168億3,908万円�

259億5,083万円�

274億4,058万円�

246億3,929万円�

8億5,438万円�

9,763万円�

26億8,761万円�

2億15万円�

520億7,987万円�

38億3,977万円�

29億29万円�

△14億1,054万円�

14億8,975万円�

171億1,261万円�

75億2,668万円�

21億878万円�

5億2,500万円�

5,383万円�

2億7,315万円�

586億7,841万円�

1,238万円�

資産合計�
（前年より　1億4,570万円　増）�

市民一人あたり　106万円�

446億5,590万円�正味資産合計�

（前年より　２億4,784万円　減）�

市民一人あたり　139万円３千円�

586億7,841万円�負債・正味資産合計�

市民一人あたり　33万３千円�

140億2,251万円�負債合計�

（前年より　3億9,354万円　増）�

４�平成14年４月15日�

瑞浪市のバランスシートができました�瑞浪市のバランスシートができました�

27億5,877万円�



　
す
で
に
分
析
し
た
市
の
資
産
や
負
債

の
形
成
状
況
、
財
務
状
況
を
総
合
的
分

析
す
る
こ
と
で
、
平
成
12
年
度
の
経
営

実
績
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。�

　
ま
ず
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
は
表
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
背
景
が

あ
り
ま
す
。�

①
平
成
12
年
度
は
、
積
極
的
な
資
本
投

　
下
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
額
は
お

　
よ
そ
35
億
３
千
万
円
で
す
。
し
か
し
、

　
そ
の
中
で
直
接
的
に
資
本
形
成
（
有

　
形
固
定
資
産
）
に
充
て
ら
れ
た
の
は

　
26
億
円
で
す
。�

②
さ
ら
に
、
地
価
の
下
落
な
ど
に
よ
り

　
土
地
の
評
価
額
が
大
幅
に
縮
小
し
、

　
固
定
資
産
の
減
耗
分
を
合
わ
せ
る
と

　
固
定
資
産
の
評
価
額
は
実
質
的
に
７

　
億
円
以
上
減
少
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
負
債
の
部
を
見
て
み
る
と
、

前
年
度
よ
り
約
３
億
９
千
万
円
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
主
に
新
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
建
設
や
道
路
整
備
に
伴
う
市

債
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。�

　
し
か
し
、
市
で
は
基
金
や
現
金
預
金

の
増
加
に
努
め
、
負
債
で
あ
る
市
債
の

増
加
分
以
上
の
金
額
を
内
部
留
保
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
資
産
の

増
加
に
つ
な
が
り
、
結
果
と
し
て
市
の

財
務
内
容
が
向
上
し
た
と
い
え
ま
す
。�

　
今
回
の
作
成
を
機
に
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
財
産
で
あ
る
土
地
や
建
物
の
状
況

を
把
握
し
、
管
理
す
る
仕
組
み
が
整
い

ま
し
た
。
今
後
も
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を

活
用
し
、
改
良
を
加
え
な
が
ら
、
よ
り

分
か
り
や
す
い
財
政
状
況
の
公
表
に
努

め
ま
す
。�

◎
問
合
せ
　
総
務
課
　
☎
内
線
３
２
３�

�

　
平
成
12
年
度
末
の
瑞
浪
市
の
総
資
産

約
586
億
８
千
万
円
に
対
し
、
負
債
総
額

は
約
140
億
２
千
万
円
で
し
た
。
こ
の
結

果
、
差
引
の
446
億
６
千
万
円
が
正
味
資

産
と
し
て
計
上
さ
れ
ま
し
た
。�

　
で
は
、
実
際
の
瑞
浪
市
の
経
営
状
況

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
上
の
各
項
目
で
比
較
・
分
析
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。�

　
市
が
将
来
に
わ
た
っ
て
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
金
額
と
し
て
、
負
債
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
債
や
将
来
職

員
の
退
職
の
際
に
支
払
わ
れ
る
退
職
金

な
ど
で
、
約
140
億
２
千
万
円
で
す
。�

　
こ
れ
に
対
し
、
市
が
持
っ
て
い
る
資

産
は
586
億
８
千
万
円
で
、
債
務
は
そ
の

約
24
％
に
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　�

　
ま
た
、
仮
に
今
す
ぐ
こ
れ
ら
の
負
債

を
清
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
し
て

も
比
較
的
容
易
に
換
金
で
き
る
資
産

（
投
資
等
・
流
動
資
産
・
土
地
の
う
ち

普
通
財
産
）
が
合
わ
せ
て
約
141
億
３
千

万
円
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、
市
の
持
つ

資
産
が
債
務
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る

こ
と
を
表
し
て
お
り
、
長
期
的
に
市
の

経
営
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。
　�

　
ま
た
実
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
債
務
の

返
済
期
間
は
長
い
も
の
で
30
年
ほ
ど
あ

り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
市
の
経
営
が
悪

化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
短
期
的
に
見
て
も
、
13
年
度
に
支
払

わ
ね
ば
な
ら
な
い
債
務
は
流
動
負
債
の

約
８
億
２
千
万
円
で
、
流
動
資
産
の
預

金
・
現
金
約
24
億
７
千
万
円
の
約
３
分

の
１
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
手
持
ち
の
資

金
な
ど
に
充
分
余
裕
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。�

�

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
12
年
度
末
の

地
方
債
の
残
高
約
120
億
円
は
、
市
の
財

務
内
容
か
ら
判
断
し
て
、
充
分
に
返
済

余
力
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。�

�

�

　
ど
こ
か
ら
資
金
を
調
達
し
、
ど
ん
な

財
産
や
借
金
を
残
し
た
か
と
い
う
一
定

時
点
に
お
け
る
状
況
を
対
照
表
示
し
た

一
覧
表
が
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
す
。�

　
こ
れ
ま
で
、
地
方
公
共
団
体
は
、
単

年
度
の
収
支
を
現
金
の
動
き
と
し
て
と

ら
え
て
予
算
・
決
算
処
理
を
し
、
公
表

し
て
き
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
実
際
の
資
産
を
正
確
に
把

握
し
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
決
算
書
等

を
見
て
も
資
産
状
況
が
分
か
り
や
す
い

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
財
政
構

造
の
改
善
を
図
る
た
め
に
は
、
財
政
状

況
を
正
確
に
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
、
自
治
体
の
財
政
事
情
を

公
表
す
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
財
産

評
価
を
行
っ
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
作

成
お
よ
び
公
表
を
す
る
な
ど
、
行
政
の

説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
の
試
み
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
本
市
で
は
今

後
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
通
じ
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
い
財
務
内
容

の
公
表
に
努
め
、
で
き
る
限
り
一
般
の

企
業
に
近
い
決
算
内
容
の
公
表
を
行
う

よ
う
、
独
自
の
方
法
に
よ
る
資
産
評
価

を
行
い
ま
し
た
。�

　
現
在
の
資
産
や
負
債
が
ど
れ
だ
け
あ

る
か
を
、
各
項
目
に
着
目
す
る
こ
と
で

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、

会
計
が
赤
字
か
黒
字
か
、
負
債
の
返
済

能
力
が
あ
る
か
が
分
か
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
異
な
っ
た
時
点
で
作
成
さ
れ

た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
比
較
す
る
こ
と

に
よ
り
、
資
産
や
負
債
の
動
向
を
調
べ
、

将
来
に
わ
た
っ
て
よ
り
良
い
財
務
体
質

に
し
て
い
く
た
め
の
方
向
性
を
見
つ
け

る
手
段
に
も
な
り
ま
す
。�

�

平
成
12
年
度
の
財
政
状
況�

瑞
浪
市
の
経
営
実
績�

資
産
を
適
正
に
運
用
し
ま
す

資
産
を
適
正
に
運
用
し
ま
す�
資
産
を
適
正
に
運
用
し
ま
す

資
産
を
適
正
に
運
用
し
ま
す�
資
産
を
適
正
に
運
用
し
ま
す

資
産
を
適
正
に
運
用
し
ま
す�
資
産
を
適
正
に
運
用
し
ま
す�

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は�

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は�

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で�

　
　
　
　
　
分
か
る
こ
と

　
　
　
　
　
分
か
る
こ
と�

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で�

　
　
　
　
　
分
か
る
こ
と�

５�瑞浪市役所　☎ 68-2111



宮前児童館�

藤田菜々葉ちゃん（２歳）�
な　な　は�

（宮前町）�（小田町）�
久米貴大ちゃん（３歳）�

たかひろ�

　
３
月
22
日
、
日
吉
町
半
原
の
長
谷
川

武
夫
さ
ん
が
100
歳
を
迎
え
、
　
嶋
市
長

が
お
祝
い
に
訪
れ
ま
し
た
。�

　
息
子
夫
婦
、
孫
夫
婦
、
ひ
孫
の
７
人

で
暮
ら
す
長
谷
川
さ
ん
は
、
明
治
35
年

生
ま
れ
で
、
市
内
で
は
６
人
目
、
男
性

で
は
２
人
目
の
長
寿
者
で
す
。�

　
長
谷
川
さ
ん
は
「
３
度
の
食
事
を
欠

か
さ
な
い
こ
と
が
健
康
の
秘
訣
で
す
」

と
元
気
に
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
３
月
23
日
、
市
民
野
球
場
で
市
内
の

小
学
生
を
対
象
に
し
た
野
球
教
室
が
開

か
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
重

点
を
置
く
瑞
浪
桔
梗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。�

　
講
師
は
名
球
会
会
員
の
梶
本
隆
夫
氏

（
元
阪
急
投
手
　
多
治
見
工
業
高
校
出

身
）と
今
井
茂
氏（
元
阪
急
野
手
　
同
）

で
、
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
と
指

導
者
約
100
人
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
野
球
教
室
で
は
、
梶
本
さ
ん
が
「
野

球
を
面
白
く
、
楽
し
く
す
る
よ
う
教
え

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
続
い

て
投
手
と
野
手
に
分
か
れ
て
の
練
習
、�

打
撃
練
習
、
試
合
形
式
の
練
習
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
指

導
を
熱
心
に
受
け
て
い
ま
し
た
。�

　
３
月
24
日
、
日
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
で
、
日
吉
第
１
小
学
校
の
卒

業
生
ら
が
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
ま

し
た
。
同
校
は
明
治
６
年
に
創
立
、
13

年
に
今
の
日
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
敷
地
に
校
舎
が
建
て
ら
れ
、
昭
和

58
年
３
月
に
日
吉
第
２
小
学
校
と
と
も

に
現
日
吉
小
学
校
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。�

　
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、
統
合
前
の
最

後
の
在
校
生
190
人
が
記
念
に
作
り
、
校

舎
裏
に
あ
る
か
つ
て
の
防
空
壕
内
に
保

管
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。�

　
こ
の
日
は
、
60
人
が
集
ま
り
、
学
年

ご
と
に
作
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
瓶
の
カ
プ
セ

ル
を
開
け
ま
し
た
。
中
か
ら
出
さ
れ
た

作
文
や
記
念
写
真
な
ど
配
ら
れ
る
と
、

大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
３
月
20
日
、
バ
サ
ラ
瑞
浪
の
新
曲
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
落
語
家
の
桂

三
枝
さ
ん
が
、
瑞
浪
市
を
訪
れ
ま
し
た
。�

　
北
海
道
の
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ

ン
祭
り
（
バ
サ
ラ
瑞
浪
が
平
成
10
年
か

ら
毎
年
参
加
）
の
新
曲
と
し
て
、
三
枝

さ
ん
が
企
画
す
る
「
全
国
の
お
か
み
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
ー
い
！
」
は
、
笑
い
の

パ
ワ
ー
で
全
国
の
商
店
街
を
活
性
化
す

る
た
め
に
作
ら
れ
る
も
の
で
す
。�

　
バ
サ
ラ
瑞
浪
は
、
全
国
の
踊
り
子
チ

ー
ム
を
代
表
し
て
、
６
月
の
同
祭
り
で

こ
の
新
曲
を
発
表
し
ま
す
。�

　
こ
の
日
は
、
同
祭
り
組
織
委
員
会
専

務
理
事
の
長
谷
川
岳
さ
ん
ら
と
バ
サ
ラ

瑞
浪
の
役
員
が
、
新
曲
の
イ
メ
ー
ジ
な

ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。�

祝
　
100
歳�

名
球
会
員
　�

　
　
梶
本
氏
の
野
球
教
室�

桂
三
枝
さ
ん
が
瑞
浪
を
訪
問

桂
三
枝
さ
ん
が
瑞
浪
を
訪
問�

桂
三
枝
さ
ん
が
瑞
浪
を
訪
問

桂
三
枝
さ
ん
が
瑞
浪
を
訪
問�

桂
三
枝
さ
ん
が
瑞
浪
を
訪
問�
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日
吉
第
１
小
学
校
の
思
い
出

日
吉
第
１
小
学
校
の
思
い
出�

日
吉
第
１
小
学
校
の
思
い
出

日
吉
第
１
小
学
校
の
思
い
出�

日
吉
第
１
小
学
校
の
思
い
出�



　
３
月
23
日
、
24
日
に
東
京
都
で
開
か

れ
た
第
20
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜

大
会
男
子
団
体
戦
で
、
麗
澤
瑞
浪
高
校

弓
道
部
が
５
位
の
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。�

　
選
手
は
、
２
年
生
部
員
の
加
藤
秀
明

主
将
、
玉
木
寛
幸
君
、
石
田
博
昭
君
、

桂
川
晃
一
君
の
４
人
で
す
。�

　
昨
年
11
月
の
県
大
会
で
優
勝
し
て
６

年
ぶ
り
２
度
目
の
出
場
を
果
た
し
、
大

会
で
は
ベ
ス
ト
８
で
敗
れ
た
も
の
の
、

相
手
校
が
優
勝
し
た
た
め
、
５
位
に
入

り
ま
し
た
。�

　
高
見
脩
吉
監
督
は
、「
勝
負
強
い
メ
ン

バ
ー
が
、
根
気
に
練
習
を
積
み
重
ね
た

成
果
が
出
た
と
思
い
ま
す
」
と
健
闘
し

た
メ
ン
バ
ー
を
称
え
て
い
ま
し
た
。�

　
３
月
23
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

国
際
交
流
推
進
協
議
会
（
　
嶋
芳
男
会

長
）
と
中
央
公
民
館
が
主
催
す
る
、
ポ

ッ
ト
ラ
ッ
ク
交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

�

こ
れ
は
、
市
内
に
在
住
す
る
外
国
人

と
市
民
が
気
軽
に
交
流
で
き
る
よ
う
に
、

お
国
自
慢
の
料
理
１
品
を
持
ち
寄
る

「
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
」
形
式
で
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。�

�

　
参
加
者
は
、
中
央
公
民
館
が
開
い
た

「
世
界
の
文
化
を
学
ぶ
講
座
」
の
講
師

と
受
講
生
を
中
心
に
、
中
国
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
出
身
の
外
国
人

ら
約
60
人
で
、
国
の
紹
介
な
ど
を
通
じ

て
交
流
を
深
め
、
最
後
に
全
員
で
「
幸

せ
な
ら
手
を
叩
こ
う
」
な
ど
を
歌
い
ま

し
た
。�

　
瑞
浪
市
情
報
化
推
進
会
議
が
「
瑞
浪

市
情
報
化
推
進
に
つ
い
て
の
提
言
書
」

を
ま
と
め
、
３
月
28
日
、
会
長
の
有
賀

和
秋
さ
ん
か
ら
　
嶋
市
長
へ
提
出
さ
れ

ま
し
た
。�

　
こ
の
提
言
書
は
、
情
報
化
推
進
計
画

を
作
る
に
当
た
っ
て
の
目
標
と
方
針
を

示
し
た
も
の
で
す
。
具
体
的
に
は
、
　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
　
市
民
Ｉ
Ｔ
活

用
へ
の
支
援
　
電
子
行
政
の
推
進
　
情

報
化
を
支
え
る
基
盤
整
備
を
柱
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
沿
っ
て
情

報
化
を
進
め
る
上
で
、「
生
活
密
着
」
、

「
地
域
限
定
」、「
不
安
の
な
い
情
報
化
」、

「
人
に
や
さ
し
い
情
報
化
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
て
い
ま
す
。�

　
有
賀
会
長
は
、「
市
民
の
立
場
か
ら
提

言
し
、
メ
リ
ッ
ト
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
３
月
27
日
、
瑞
浪
陶
磁
資
料
館
で
多

治
見
工
業
専
攻
科
卒
業
制
作
展
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
賞
は
、
期
間
中

に
、
来
場
者
の
投
票
（
総
数
195
票
）
に

よ
り
決
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。�

・
講
　
師
　
古
田
浩
三
氏�

・
参
加
費
　
１
、
５
０
０
円�

・
定
　
員
　
25
人
（
先
着
順
）�

・
締
　
切
　
５
月
２
日
（
木
）�

◎
申
込
・
場
所
　
瑞
浪
陶
磁
資
料
館�

　
　
　
　
　
　
　
☎
６
７
ー
２
５
０
６�

弓
道
全
国
大
会
で
５
位

弓
道
全
国
大
会
で
５
位�
弓
道
全
国
大
会
で
５
位

弓
道
全
国
大
会
で
５
位�
弓
道
全
国
大
会
で
５
位�

身
近
な
料
理
で
国
際
交
流

身
近
な
料
理
で
国
際
交
流�

身
近
な
料
理
で
国
際
交
流

身
近
な
料
理
で
国
際
交
流�

身
近
な
料
理
で
国
際
交
流�

左から澤田コーチ、加藤君、石田君、�
玉木君、桂川君、高見監督�

７�瑞浪市役所　☎ 68-2111

５
月
６
日（
月
）９
時
〜�

親
子
ふ
れ
あ
い
作
陶
講
座�

手
捻
り
の
花
瓶
を
作
ろ
う

手
捻
り
の
花
瓶
を
作
ろ
う�

手
捻
り
の
花
瓶
を
作
ろ
う

手
捻
り
の
花
瓶
を
作
ろ
う�

手
捻
り
の
花
瓶
を
作
ろ
う�

瑞浪市長賞�

遠藤みどりさん�
『Wonderful tonight�
「ー出会いと別れの夜にー」』�

東濃西部広域行政事務組合�
管理者賞�

長江　豊さん�
『流・「陶炎」』�

情
報
化
推
進
計
画
へ
の
提
言

情
報
化
推
進
計
画
へ
の
提
言�

情
報
化
推
進
計
画
へ
の
提
言

情
報
化
推
進
計
画
へ
の
提
言�

情
報
化
推
進
計
画
へ
の
提
言�
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工
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攻
科
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治
見
工
業
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攻
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卒
業
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展
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彰
式
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業
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彰
式�
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治
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工
業
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攻
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多
治
見
工
業
専
攻
科�

　
卒
業
制
作
展
表
彰
式

　
卒
業
制
作
展
表
彰
式�

多
治
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工
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攻
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式�
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21
世
紀
を
迎
え
Ｉ
Ｔ
技
術
進
展
に
よ

る
高
度
情
報
化
、
国
際
化
の
中
で
の
共

生
、
急
速
に
進
行
す
る
少
子
高
齢
社
会
、

完
全
学
校
週
５
日
制
が
実
施
さ
れ
る
な

ど
、
私
た
ち
の
地
域
や
家
庭
を
取
り
巻

く
様
々
な
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
貌
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
う
し
た
情
勢
の
中
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
生
き
が
い
と
潤
い
の
あ
る
充
実

し
た
生
活
を
営
み
、
創
造
的
で
活
力
あ

る
社
会
に
し
て
い
く
上
で
、
教
育
・
学

術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
が
果
た
す
役
割

は
極
め
て
大
き
い
も
の
で
す
。
　
　�

　
ま
た
、
国
が
掲
げ
て
い
る
「
人
材
・

教
育
・
文
化
大
国
」
の
実
現
に
む
け
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
教
育
を
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め
に
、
瑞
浪
市
の
教
育

の
方
針
と
重
点
を
定
め
ま
す
。�

　
自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
、
基
礎
・

基
本
的
な
学
力
の
育
成
を
重
視
し
、
学�

習
指
導
要
領
の
趣
旨
に
沿
っ
た
教
育
を

実
現
す
る
た
め
の
諸
施
策
を
積
極
的
に

推
進
し
ま
す
。�
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瑞
浪
市
の
教
育
方
針

瑞
浪
市
の
教
育
方
針�
瑞
浪
市
の
教
育
方
針

瑞
浪
市
の
教
育
方
針�
瑞
浪
市
の
教
育
方
針

瑞
浪
市
の
教
育
方
針�
瑞
浪
市
の
教
育
方
針�

21
世
紀
を
創
る
心
豊
か
な
ひ
と
づ
く
り�

学
校
教
育
の
充
実�

　
生
涯
学
習
の
理
念
に
立
ち
、
生
き
が

い
を
持
ち
、
豊
か
な
活
力
を
生
み
出
す

よ
う
な
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
の
諸
施
策
を
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。�

　
４
月
８
日
、
瑞
浪
市
体
育
指
導
委
員

の
委
嘱
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
皆
さ
ん
に
は
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
と

し
て
協
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
地
域
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
に
ご
活
躍
い
た

だ
き
ま
す
。
任
期
は
２
年
で
す
。�

�

　
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。�

　
学
校
週
５
日
制
の
実
施
に
伴
い
、
次�

の
施
設
で
毎
週
土
曜
日
を
「
小
中
学
生�

無
料
日
」
と
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
利�

用
く
だ
さ
い
。�

　
該
当
す
る
施
設�

・
化
石
博
物
館�

・
市
之
瀬
廣
太
記
念
美
術
館�

・
地
球
回
廊�

・
陶
磁
資
料
館�

　
ま
た
、
化
石
博
物
館
で
は
、
土
曜
日

に
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
化
石
に
親

し
む
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）�

瑞
浪
地
区  

松
井
　
文
子  

加
藤
　
春
海�

　
　
　
　  

虎
澤
と
し
み�

土
岐
地
区  

梶
田
　
静
子  

兼
松
　
昭
平�

　
　
　
　  

丹
羽
　
信
三  

大
津
史
保
子�

稲
津
地
区  

柴
田
　
増
三  

岩
島
　
智
子�

　
　
　
　  

井
箆
　
久
長�

陶

地

区  

鈴
木
　
三
郎  

小
木
曽
敏
明�

　
　
　
　  

大
槻
　
里
美�

釜
戸
地
区  

中
島
　
輝
美
　
安
藤
　
知
幸�

　
　
　
　  

稲
葉
　
貴
文�

日
吉
地
区  

小
栗
多
佳
子  

安
藤
　
和
徳�

　
　
　
　  

渡
辺
由
美
子�

大
湫
地
区  
桐
井
　
啓
子�

明
世
地
区  
松
原
　
昭
彦  

安
藤
　
　
功�

学
校
代
表  

大
熊
　
泰
裕�

�

生
涯
学
習
の
推
進�

　
市
民
の
文
化
志
向
を
醸
成
す
る
た
め
、

芸
術
創
作
活
動
の
発
表
の
場
や
芸
術
鑑

賞
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
文

化
財
の
保
護
・
保
存
と
活
用
等
の
施
策

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。�

文
化
芸
術
の
振
興�

　
市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
健
康
を

保
持
増
進
し
て
い
く
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ

基
盤
づ
く
り
の
確
立
と
体
育
施
設
の
整

備
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。�

　
良
好
な
教
育
環
境
の
保
持
と
教
育
施

設
の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。�
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体
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23
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小
中
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小
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◎
問
合
せ
　�

　
化
石
博
物
館
　
☎
６
８
ー
７
７
１
０�

野
外
学
習
地
で�

の
化
石
の
と
り
方�

博
物
館
近
く
の�

地
層
の
研
究�

化
石
の
レ
プ
リ�

カ
づ
く
り�

化
石
標
本
づ
く
り�

教育委員会�はぐくみ�

野外学習地野外学習地�野外学習地�



「
こ
ぶ
し
相
談
室
」
が
５
月
１
日
、
移

転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
移
転
先
は
、
分
庁
舎
（
市
役
所
南
の

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）
内
１
階
の
瑞
浪

市
森
林
組
合
事
務
所
跡
で
す
。�

　
度
々
の
移
転
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。�

　
相
談
日
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

�

☆
教
育
相
談
　
毎
週
月
、水
、金
曜
日�

　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
17
時�

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
三
尾
　
義
久�

☆
家
庭
児
童
相
談
　
毎
週
火
曜
日�

　
　
　
　
　
　
　
９
時
〜
15
時�

�

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
小
栗
千
恵
子�

☆
母
子
相
談
　
毎
週
第
１
火
曜
日�

　
　
　
　
　
　
　
９
時
〜
15
時�

�

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
小
島
伊
佐
子

�
�

�

　
４
月
４
日
、
土
岐
町
で
「
瑞
浪
市
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
の
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
施
設
は
、
老
朽
化
し
て
い
た
中

央
学
校
給
食
共
同
調
理
場
と
陶
学
校
給

食
共
同
調
理
場
が
統
合
さ
れ
、
新
た
に

建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。�

　
総
事
業
費
13
億
２
３
８
８
万
円
、
鉄

骨
造
一
部
２
階
建
、
延
べ
総
床
面
積
２

２
４
７
㎡
で
、
１
日
の
食
事
供
給
可
能

能
力
は
５
千
食
で
す
。�

　
こ
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は

食
器
に
地
場
産
業
の
陶
磁
器
を
使
い
、

子
ど
も
た
ち
に
家
庭
的
で
温
か
み
の
あ

る
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。�

　
ま
た
、
衛
生
面
で
は
、
最
新
鋭
の
厨

房
機
器
を
使
っ
た
フ
ル
ド
ラ
イ
シ
ス
テ�

ム
を
確
立
し
、
調
理
時
に
衛
生
管
理
の

徹
底
が
な
さ
れ
、
よ
り
安
全
な
食
事
を�

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

　
環
境
面
で
は
、
太
陽
光
発
電
設
備
と

生
ご
み
処
理
機
を
導
入
す
る
な
ど
、
給

食
セ
ン
タ
ー
全
体
が
環
境
に
や
さ
し
い

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

��

　
家
族
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
こ
し
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、
４
月
21
日
か
ら
、「
こ
い
の
ぼ

り
」
300
匹
を
泳
が
せ
ま
す
。�

�

内
容
　�

・
マ
ス
つ
か
み
取
り
大
会
（
毎
日
13
時

　
か
ら
400
匹
を
放
流
　
無
料
）�

�

・
ふ
わ
ふ
わ
カ
バ
君（
期
間
中
　
無
料
）�

・
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー�

   

（
３
日  

11
時
〜
、14
時
〜
　
無
料
）�

・
イ
チ
の
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー�

　（
４
日  

11
時
〜
、14
時
〜
　
無
料
）�

・
ピ
エ
ロ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ー�

　（
５
日
11
時
〜
、14
時
〜
　
無
料
）�

・
わ
く
わ
く
縁
日
広
場
駄
菓
子
屋
な
ど

　
出
店
　（
期
間
中
　
有
料
）�

�

◎
問
合
せ
　
文
化
施
設
課�

　
　
　
　
　
☎
６
８
ー
７
７
１
０�

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
中
等
部�

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ�

「
ブ
ル
ー
ウ
イ
ン
グ
ス
」�

・
対
象
　
市
内
在
住
の
女
子
中
学
生�

・
練
習
日
　
毎
週
土
曜
日�

�

◎
申
込
み
・
問
合
せ
　
市
民
体
育
館�

　
　
　
　
　
☎
６
８
ー
０
７
４
７�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　h
ttp
://w

w
w
.e
-v
s.co
.jp
/b
w
/�

　
３
月
10
日
、
市
民
体
育
館
で
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
市
内
外
か
ら
、
33
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。�

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

（
優
勝
チ
ー
ム
の
み
掲
載
）�

Ａ
ク
ラ
ス
　
Ｈ
Ｄ
Ｃ
　
Ｂ
チ
ー
ム�

Ｂ
ク
ラ
ス
　
高
浜
Ｓ
Ｖ
Ｃ
　
Ｂ
チ
ー
ム�

Ｃ
ク
ラ
ス
　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ�

Ｄ
ク
ラ
ス
　
瑞
浪
Ｓ
Ｖ
Ｃ
　
Ｉ
チ
ー
ム�

Ａ
ク
ラ
ス
　
高
浜
Ｓ
Ｖ
Ｃ
　
Ａ
チ
ー
ム�

Ｂ
ク
ラ
ス
　
Ｍ
Ｖ
Ｔ�

Ｃ
ク
ラ
ス
　
Ｋ
ｓ
安
全�

瑞
浪
市
学
校

瑞
浪
市
学
校�

　
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

　
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成�

瑞
浪
市
学
校

瑞
浪
市
学
校�

　
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

　
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成�

瑞
浪
市
学
校�

　
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成�

５
月
３
日（
金
）〜
５
日（
日
）�

10
時
〜
16
時
　
市
民
公
園
内�

生涯学習施設５月の休館日�

総合文化センタ－�

市 民 図 書 館 �

市 民 体 育 館 �

化 石 博 物 館 �

陶 磁 資 料 館 �

市之瀬美術館�

地 球 回 廊 �

サイエンスワールド�

文 化 会 館 �

3、4､ 5､ 6､ 13､ 20、27日�

3、4､ 5､ 6､ 13､ 20、27、31日�

1、7､ 8､ 9､ 13､ 20、27、31日�

1、7､ 8､ 9､ 13､ 20、27日�

1、7､ 8､ 9､ 10､12､14､18､19､21､28日�

2、9、16､ 23､ 30日�

こ
い
の
ぼ
り
祭

こ
い
の
ぼ
り
祭�

こ
い
の
ぼ
り
祭

こ
い
の
ぼ
り
祭�

こ
い
の
ぼ
り
祭�
「
こ
ぶ
し
相
談
室
」
移
転

「
こ
ぶ
し
相
談
室
」
移
転�
「
こ
ぶ
し
相
談
室
」
移
転

「
こ
ぶ
し
相
談
室
」
移
転�
「
こ
ぶ
し
相
談
室
」
移
転�

９�瑞浪市役所　☎ 68-2111

メ
ン
バ
ー
募
集�

女
子
の
部�

混
合
の
部�

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会�

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー�

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会�

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー�

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会�

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー�

’�



５月の移動図書館�
こ　ま　ど　り　号�

巡回日� ステ－ション�  時      間  

15：30～16：00

16：10～16：30

15：30～15：50

16：00～16：20

16：30～16：50

８日（水）�
小 里 �

萩 原 �

10日（金）�

半 原 �

鶴 城 �

名 滝 �

15：30～16：00

16：10～16：30
棚 田 山 �

羽 広   �

17日（金）�

13：20～13：40

13：50～14：10

14：20～14：50

15：00～15：20

15：30～16：30

大 川 �

水 上 �

旭 町 �

サニーヒルズ�

猿 爪 �

16日（木）�

15：20～15：50

16：00～16：20

明 賀 台 �

新 山 田   �

13：30～14：00

14：20～14：50

15：00～15：20

15：30～16：00

薬 師 �

白 倉 �

細 久 手 �

深 沢 �

25日（土）�

９日（木）�

22日（水）�

日吉ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ�

月        吉�

15：30～16：20

16：30～16：50

図書館だより�☎ 68-5529

　
古
文
書
に
興
味
の
あ
る
方
、
解
読
し

て
み
た
い
方
、
ま
た
こ
れ
か
ら
勉
強
し

て
み
た
い
皆
さ
ん
、
講
座
に
参
加
し
て

古
文
書
に
親
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。�

�

・
講
座
日
　
毎
月
第
一
・
三
土
曜
日�

　
　
　
　
　
13
時
30
分
よ
り�

　
　
　
　
　（
５
月
よ
り
開
校
）�

・
会
　
場
　
市
民
図
書
館
集
会
室�

・
会
　
費
　
無
料�

◎
申
込
　
４
月
30
日
ま
で
に
図
書
館
へ

　
　
　
　
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。�

　
図
書
館
で
は
、
来
館
が
困
難
で
あ
る

方
の
自
宅
に
、
月
に
１
度
図
書
や
カ
セ

ッ
ト
を
宅
配
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
身
体
に
障
害
の
あ
る

方
や
高
齢
で
独
居
の
方
な
ど
16
人
の
利

用
が
あ
り
、
「
家
に
い
な
が
ら
に
し
て

様
々
な
本
が
読
め
る
と
は
大
変
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
。
楽
し
み
が
増
え
ま
し

た
。」「
月
に
１
回
の
宅
配
日
が
待
ち
通

し
い
で
す
。」な
ど
た
い
へ
ん
好
評
で
す
。�

　
関
心
を
お
持
ち
の
方
、
利
用
し
て
み

た
い
方
は
、
図
書
館
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。�

�

　
人
は
縄
文
の
昔
よ
り
石
と
深
く
関
わ
り
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
日
常
の
生
活

用
具
と
し
て
ま
た
信
仰
の
対
象
と
し
て
日
本
の
各
地
に
そ
の
証
し
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。�

　
今
回
は
瑞
浪
層
群
の
地
層
か
ら
産
出
す
る
玉
石
（
ノ
ジ
ュ
ー
ル
）
を
数
十
年

に
わ
た
っ
て
収
集
し
て
み
え
る
小
田
町
の
有
賀
恭
逸
さ
ん
・
日
吉
町
の
渡
辺
徳

三
さ
ん
の
ノ
ジ
ュ
ー
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。�

ミニ展のご案内�ミニ展のご案内�

5月11日（土）～�
　　30日（木）�

10平成14年４月15日�

丸玉石�（ノジュール）�展�丸玉石�（ノジュール）�展�丸玉石�（ノジュール）�展�

～不思議な石物語～�

図
書
宅
配
サ
ー
ビ
ス

図
書
宅
配
サ
ー
ビ
ス�

　
　
好
評
で
す
！

　
　
好
評
で
す
！�

図
書
宅
配
サ
ー
ビ
ス

図
書
宅
配
サ
ー
ビ
ス�

　
　
好
評
で
す
！

　
　
好
評
で
す
！�

図
書
宅
配
サ
ー
ビ
ス

図
書
宅
配
サ
ー
ビ
ス�

　
　
好
評
で
す
！

　
　
好
評
で
す
！�

図
書
宅
配
サ
ー
ビ
ス�

　
　
好
評
で
す
！�

古
文
書
講
座

古
文
書
講
座�

古
文
書
講
座

古
文
書
講
座�

古
文
書
講
座�

受
講
生
募
集�

！�

＊昨年11月より開設しています。�
＊図書館の蔵書をインターネット上で検索
　できます。�
＊新着情報・ベストリード・行事案内など
　の情報満載です。�
＊利用したい本が貸出中であれば予約がで
　きます。�
　（事前に申請が必要です。）�
　ぜひ、ご利用ください。�
http://library.city.mizunami.gifu.jp

図書館ホームページより一言図書館ホームページより一言�図書館ホームページより一言�

▲宅配サービスを受ける桐井さん（土岐町）�



・期　日〈学科〉５月18日(土)　８時30分～17時�

　　　　〈実技〉５月19日(日)　８時30分～17時�

・場　所〈学科〉岐阜件可児工業団地管理センター�

　　　　〈実技〉鳥羽工産㈱可児工場�

・定　員　100人(18歳以上)��

・受講料　11,100円(昼食・テキスト代を含む)��

・締　切　５月10日(金) (定員になり次第締切)��

・申込方法　申込書に写真1枚(縦3cm×横2.4cm、

　　　　　　裏に氏名)と受講料を添えて申込む��

【瑞浪・土岐・明世地区】�

・桔梗保育園 (☎ 68-2323)　４月28日・１月26日
・瑞浪小学校 (☎ 68-4535)　５月19日・２月２日
・土岐小学校 (☎ 68-4185)　５月19日・10月20日
・明世小学校 (☎ 68-2807)　５月19日・２月16日
・瑞浪中学校 (☎ 68-4195)　11月17日��
・瑞陵中学校 (☎ 68-4191)　７月７日・12月８日
�【釜戸・大湫地区】�

・竜吟保育園 (☎ 63-2056)　６月23日・10月20日
・大湫小学校 (☎ 63-2362)　６月２日・12月１日
・釜戸小学校 (☎ 63-2004)　５月12日・12月１日
・釜戸中学校 (☎ 63-2069)　８月18日・２月23日
【稲津地区】�

・稲津小学校 (☎ 68-3204)　６月２日・11月17日
・稲津中学校 (☎ 68-3239)　９月１日・１月19日
・麗澤瑞浪中 (☎ 66-3107)　４月21日・12月22日
　高等学校�

【陶地区】�

・陶　保育園 (☎ 65-2053)　５月12日　��
・陶　小学校 (☎ 65-2029)　８月25日・３月２日
・陶　中学校 (☎ 65-2600)　12月１日��
【日吉地区】�

・日吉小学校 (☎ 69-2009)　５月19日・８月18日
　　　　　　　　　　　　　12月１日��

・日吉中学校 (☎ 69-2044)　５月19日・８月18日
　　　　　　　　　　　　　12月１日��

◎問合せ　各団体にお問合せください�

・期　日　５月22日(水)　９時～13時�

・場　所　セラトピア土岐(土岐市土岐津町高山４)�

・受講料　5,000円 (テキスト代を含む)�

・申込方法　申込書に写真1枚(縦3cm×横2.5cm、

　　　　　　裏に氏名)と受講料を添えて申込む��

◎申込・問合せ　〒507-0801多治見市東町1-9-3　

�　　　　　　　東濃産業労働協会　☎ 24-4595�

　瑞浪駅前周辺の空き店舗を利用して出展しませんか�

・営業開始予定　平成14年7月�

・補助内容　家賃の一部��

・申込方法　申込書に記入し、6月30日（日）までに提出

　詳しくは瑞浪市商店街連合会空店舗対策委員会係�

（☎ 67-2623）まで�
�

　労働保険の平成13年度確定保険料と平成14年度概

算保険料の申告・納付手続きは済みましたか。�

　申告・納付期限は5月20日です。��

◎問合せ　岐阜労働局　☎ 058-245-8115�
　　　　　多治見労働基準監督署　☎ 22-6381��

・参加資格　瑞浪市民および瑞浪市在勤者�

・プレー代　12,000円(コーヒー・昼食付)税別 ��

・申込方法　直接明世CCへ電話で予約する�

・定　　員　先着160人��

◎申込・問合せ　明世カントリークラブ  ☎ 69-2326��

クレーン(天井)特別教育講習会�

焼却炉によるダイオキシン類取扱い特別教育�

事業主の皆様へ�

「労働保険料の申告と納付はお早めに」�

「瑞浪市民の日」チャリティーゴルフ大会�

5月6日（祝）� 明世カントリークラブ�

資源集団回収のお知らせ�

11　　�瑞浪市役所　☎ 68-2111

チャレンジショップ出展者募集�

候補店舗概要�

番号�

①�

②�

③�

④�

⑤�

商店街名� 面積（坪）� 月額家賃（円）�

駅　前�

本　町�

浪　花�

元　町�

駅　前� 約10

約6.3

約16

約８�

約21

８０，０００�

３０，０００�

６０，０００�

４０，０００�

８０，０００�
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　新  首  都�

「東京から東濃へ」�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

◆対象者<初回>平成13年7月～平成14年1月生まれ 
�　　　<追加>平成13年2月～平成13年6月生まれ 
＊満７歳半(90ヵ月)未満でまだ２回投与していな
　い児も含む。��
＊母子健康手帳と予診票を持参してください。�
◎対象日に都合の悪い方は都合の良い日に接種し
　てください。�

＜担当＞精神科医師（大湫病院）�

＊電話予約が必要です。秘密は厳守します。�

◆時　間　８時30分～11時�
◆料　金　1000円　　　　�
◆内　容　●血圧測定　●検尿　●心電図　　　
●血液検査（脂質・肝機能・血糖・貧血等）�
●眼底検査（必要と認めた方のみ）　　　　　　
●Ｃ型・Ｂ型肝炎ウイルス検査（ただし、今年度
　は40・45・50・55・60・65・70歳になる方の
　希望者のみ料金　500円）これは厚生省の指示
　により肝がん予防の目的で、平成14年から平成
　18年の5年間に限り、その年度に上記の年齢に
　なられる方を対象に実施します。（該当年齢の
　み対象になります）�

◆対象者　�
　満40歳以上の方で職場・病院等で健診を受ける機会
　のない方（ただし、高血圧・心臓病等の内科疾患で
　治療中の方は除く）�
�

医師による健康相談　14時30分～15時00分�

乳幼児相談　9時30～11時��

栄養相談　9時～15時　＊予約が必要です。��

5月8日（水）�

5月14日（火）�

保健センター�
13時30分～15時�

保健センター�13時～14時�

保健センター�

健康相談�

2002年４月１日現在（カッコ内は前月比）人口＝42，208（－154）　世帯数＝13，557世帯（－55）�

広報みずなみ  発行／瑞浪市  〒509-6195  岐阜県瑞浪市上平町１丁目１番地  ☎６８－２１１１　http:／／www．city．mizunami．gifu．jp／index．html

健康だいすき�
ヘルスインフォメーション　保健センター　☎67 - 2700

♥乳幼児健診・相談・歯みがき教室　　　　＜場所  保健センタ－　　料金  無料＞�
�
健診・相談・教室名 実　施　日� 受 付 時 間   対　　象　　者 持　　ち　　物 

12時30分開始�

９時～11時�

９時30分�
　　～９時45分�

母子健康手帳 �
タオル・コップ�

５月10日（金）�

５月２日（木）�

母子健康手帳�
歯ブラシ・コップ�

母子健康手帳�平成13年11月生まれ    

平成12年10月１日～�
　　　10月15日生まれ�

平成12年10月16日～�
　　　10月31日生まれ�

平成11年11月生まれ    

１歳６カ月児健康診査�

２ 歳 ６ カ 月 児 �
歯 み が き 教 室 �

６ カ 月 児 健 康 相 談 �
お よ び 離 乳 食 教 室 �５月７日（火） 

５月14日（火） 

＊検診終了後希望者に�
　歯みがき教室を実施�
　します�

＊保護者の歯科�
　検診を同時に�
　実施します�

基本健康診査・胃・大腸・肺がん検診�

＊健康ファイルと過去の健診結果のある方は、持参してください。�

＊健診と同時に、がん検診（胃・大腸・肺）を�
　実施します。検診を希望される方は、定員が�
　ありますので保健センタ－へ電話等でお申し�
　込みください。（料金　各500円）�

歯科休日救急診療�

*受診の際は、当日電話予約が必要です。�

診療時間：９時～15時�

期　　日� 在宅当番医院� 電話番号�

４月28日(日)

４月29日(月)

５月３日(金)
５月４日(土)

５月５日(日)
５月６日(月)

岩島歯科医院�

藤本歯科医院�

土岐歯科医院�
佐々木歯科医院�

今井歯科医院�
後藤歯科医院�

６７－０４７２�

６７－３７１８�

６８－２３０６�
６８－３７７６�

６８－２４４８�
６７－１００５�

ポリオ予防接種�
実施月日� 対　象　地　区�

5月 1 日(水)

5月 9 日(木)

5月16日(木)

5月20日(月)

5月29日(水)

山田町・明賀台・小田町�

寺河戸町・明世町・松ヶ瀬町・薬師町�

上平町・学園台�

稲津町・陶町・釜戸町・大湫町・日吉町�

和合町・西小田町・下沖町・樽上町�

一色町・上野町・宮前町・高月町・須野志町�

土岐町�

老人性痴ほう相談�

献血(200ml/400ml)に協力ください�
５月１日 (水) 瑞浪市役所� 14：30～16：00

場　所� 場　所�期　日� 期　日�

日吉コミュニ�
ティ－センター�

5月 9日(木)��
5月10日(金)

5月20日（月）��
5月21日（火）�

5月13日（月）��
5月14日（火）��
5月15日（水）�

5月27日（月）��
5月28日（火）��
5月29日（水）�

5月16日（木）��
5月17日（金）�

ワークプラザ�
瑞浪（陶町）�

釜戸コミュニ�
ティーセンター�

稲津コミュニ�
ティーセンター�

陶　コミュニ�
ティーセンター�

＊当日は絶食受診してください�


